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4月・5月と県内各カテゴリーで新チームが始動し多くの大会が始まっております。県内の審判の皆様には多くのご協力をいただ
きスムーズに運営が行われております。ご協力ありがとうございます。引き続きよろしくお願い致します。
さて、県内の強化活動も7月より始まりますので強化対象の方々は県内外問わず研鑽を積んでいるところです。静岡県の強
化は指名強化(上級ライセンスを目指している方)と準指名強化(県内トップゲームに携わり研鑽を積みたい方)に分かれておりま
す。それぞれに講習会を行い課題追求や解決への糸口をIRからの直接指導で得られるように設定しております。
本年度の強化メンバーは下記の通りとなります。会場でご一緒された際にはぜひお声かけください。

2024年度 県内の強化活動について
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文責
審判委員長
井出啓太

◆指名強化◆ ◆準指名強化◆

【指名強化】
①社会人AJ予選
7月7日@武道館

②静岡県県AJ予選
8月31日@武道館

③ウィンターカップ
11月4日@武道館

3回の講習会で勝ち抜いた数
名が東海の審査へ進みます。

■今後の講習会予定■

◆人数構成◆

NO カテゴリー 氏 名

1 U-12 大畑 椋

2 U-12 北川 達郎

3 U-12 杉山 智仁

4 U-12 田開 政史

5 U-12 間渕 亮太

6 U-12 水野 沙也香

7 U-15 有田 正希

8 U-15 栗田 吏章

9 U-15 美澤 将史

10 U-18 望月 慈

11 U-18 原 照貴

12 U-18 内山 孝介

13 U-18 内田 達彦

14 社会人 井村 延広

15 社会人 上田 篤拓

16 社会人 大坂 裕寿

17 社会人 長田 裕太郎

18 社会人 鈴木 輔

19 社会人 深谷 佳弘

20 社会人 佐野 力斗

NO カテゴリー 氏 名

1 U-12 加藤 裕之

2 U-12 中村 力

3 U-12 中山 貴博

4 U-12 真野 知美

5 U-12 坂本 隼将

6 U-12 渡邉 健太

7 U-15 青山将之

8 U-18 深澤 祐介

9 U-18 影島 圭介

10 U-18 河合 凌汰

11 U-18 鬼頭 祐

12 U-18 菅川 浩樹

13 社会人 石塚 元晴

S級 A級 指名 準指名 合計
U12 1 6 6 13
U15 1 1 3 1 6
U18 1 4 5 10
社会人 4 4 7 1 16
合計 5 7 20 13 45

審判上手くなりたい！！そんな人はまずは自分の映像を！！
今は携帯電話やタブレットなどで簡単に映像が撮れる時代です。そんなツールを最大
限に生かす手はありません！
反省会で色んなアドバイスをもらって映像を照らし合わせたら最強の振り返りとなります。
映像を見るポイント(まずは初級編)を紹介させていただきます。

Point① 判定できなかった！時こそチャンス！自分がどこに立っているのか再確認！

「あ‼吹けばよかった！」や「なんで吹けなかったんだろう・・・」と思う時って誰しもがありますよね？そんな時に自分がどこにいたのか
再検証してみてください！あと1歩下がった方が良かったとかもう少し体を傾けてればよかったとか検証できると良いですね(^^♪

Point② 自分の立ち姿ってどんなかを再確認！

やっている時は気付かないけど映像で見たら意外と猫背とか
TOレポートゆっくりやっているつもりだけど実は早かったとか改めて見直すと想像よりもかなり離れていることがあります。
審判って実は立ち姿から見られてるんですよね！
某バスケ漫画の主人公がシュート2万本に挑戦したときにシュートフォームを見直したら「こんなにかっこ悪かったのか」
と実感していましたね・・・笑
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S級昇格挨拶 長田紀江(U-15)
2024年度は静岡県に新S級が誕生しました！U-15所属の長田紀江さんはA級フレッシュマンで合格して本年度はWリーグ
のコートに立ちます。これからたくさんの経験をして、経験したことを静岡の皆さんに伝えるのがS級としての使命となります。会場な
どでご一緒になられた際には、たくさん話を聞いてみてください。
長田さんがS級になるためにしてきた活動や考え方などを皆さんに共有していきたいと思います。

昨年度は、年度当初（4月）にS級一次審査が行われました。
普段なかなか味わうことのできない雰囲気の中で緊張やプレッシャーもあり、会場の雰囲気に飲み込まれそうに
なりましたが、なんとか吹き切る事ができました。その時の記憶は、ほとんど残っていません（笑）
最終審査では、事前に自分が吹くチームを見に実際に会場に足を運んだり、映像を見てスカウティングをしたりし
ました。審査当日は、今までやってきたことを信じ、楽しむことを忘れず私の中では全てを出し切ったつもりです。

色々なカテゴリーに遊びに・・・ではなくエントリーをし、経験したことのないゲームを何度も吹かせていただいたこと
で、オンザコートで学べたことが沢山ありました。
---人はきっかけさえあれば変わることができる---
そのきっかけを掴むのは、自分次第だと思っています。どこにチャンスがあるかは分かりません。でも、自分から行動
してみると、また違った景色が見えてくるかもしれません。
私がS級に昇格できたのも、県内の皆様の支えがあったからです。これからもみなさんと一緒に審判活動を楽し
みながら、お互いに切磋琢磨していけたら嬉しいです。
今後とも宜しくお願いします！

【S級審査を受けるにあたって】

【Never Too Late】

本気になって審判を頑張ろうと思った（上級・トップリーグ担当を目指す）のは、みなさんと比べたら遅かったかも
しれません。正直自分の中でも、もっと早くから本気で挑戦しておけば・・・という気持ちもありました。
北は北海道、南は沖縄までBリーグ観戦に行き、（目的は観光よりもBリーグ観戦！あとは、食べること！笑）
雰囲気を味わうことや、実際どのようなコミュニケーションが行われているのか、声を拾うこともできました。コートサイ
ドで観戦した時もありましたが、（所持金の関係で毎回は無理でした・・・泣）迫力しかなく、このコートに立ちた
い！という気持ちが強くなったのを今でも覚えています。
審判を始めた当初は、仕事と審判とどうやって時間作ってやっていくの？土日入れたら休めないじゃん・・・と思っ
ていた時もありましたが、今となっては審判がリフレッシュの時間になっています（笑）会場でみんなと審判の話が
できたり、審判以外の話でも盛り上がったりと、そういう時間がとても好きです。もちろん、審判をせずにゆっくり体を
休めることもとても大事ですね。
時間の使い方は人それぞれ違いますが、私は今、悔いが残らないように今しかできないことに全力を注いで行き
たいと思っています。

【チャンスは自分で掴むもの！】


